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境
地
を
目
の
当
た
り
に
し
て
心
酔
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
が
な
ま
な

ま
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
ッ
タ
ー
ル
は
、
通
常
の
人
間
が
暮
ら
す
現

象
界
に
あ
り
な
が
ら
不
可
視
界
を
生
き
る
神
秘
家
と
し
て
崇
敬
の
対
象

に
な
っ
て
い
た
、
文
字
通
り
の
真
正
の
神
秘
家
で
あ
る
。

　
ア
ッ
タ
ー
ル
の
作
品
は
現
在
、
残
さ
れ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
ペ
ル

シ
ア
語
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
作
品
の
執
筆
年
代
が
不
明
で
あ
る
た

め
、
彼
の
思
想
的
・
文
学
的
展
開
の
詳
細
が
判
明
し
な
い
。
現
時
点
で

は
、
一
二
二
〇
年
以
降
、『
神
秘
の
書Asrār-nām

ah

』、
次
に
、
本
訳
書

の
『
神
の
書
』、『
鳥
の
言
葉M

anṭiq al-Ṭayr

』、『
厄
災
の
書M

uṣībat-
nām

ah

』、『
選
択
の
書M

ukhtār-nām
ah

』
の
順
番
で
作
品
が
生
み
出
さ
れ

た
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
未
だ
、
作
品
の
執
筆
年
代
の
決
定
的
な
結

論
は
だ
さ
れ
て
い
な
い
。
散
文
の
作
品
と
し
て
は
、『
神
秘
主
義
聖
者
列

伝Tadhkirat al-Aw
liyā

』（
以
下
、『
聖
者
伝
』
と
す
る
。）
が
あ
る
。
近
年
、

イ
ラ
ン
国
内
の
研
究
者
が
、
長
年
の
緻
密
な
写
本
の
検
証
を
通
じ
て
、
従

来
は
ア
ッ
タ
ー
ル
晩
年
の
著
作
と
さ
れ
て
い
た
『
聖
者
伝
』
が
、ア
ッ
タ
ー

ル
の
若
い
時
代
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
に
触
れ
て
い
る
。
彼
以
前
の
神
秘

主
義
者
た
ち
の
言
葉
や
関
連
す
る
逸
話
な
ど
を
集
め
て
研
鑽
を
積
ん
だ

ア
ッ
タ
ー
ル
が
、
文
字
通
り
、
満
を
持
し
て
生
み
出
し
た
の
が
『
鳥
の
言

葉
』
や
本
訳
書
『
神
の
書
』
な
ど
の
一
連
の
神
秘
主
義
叙
事
詩
で
あ
っ
た

こ
と
が
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
ア
ッ
タ
ー
ル
の
作
品
の
流
れ
を
知
る
上
で
、
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
ア
ッ
タ
ー
ル
と
「
理
性
（
知
性
）‘aql

」
と
の

関
係
で
あ
ろ
う
。

　
陶
酔
の
境
地
に
あ
る
神
秘
家
が
超
越
的
な
世
界
の
中
で
「
理
性
」
と
い

か
に
向
き
合
う
の
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
ア
ッ
タ
ー
ル
の
作
品
を
み
る

時
、
そ
こ
に
神
秘
家
と
し
て
の
ア
ッ
タ
ー
ル
の
思
想
的
変
遷
の
一
端
を
読

　
本
書
は
、
西
暦
十
二
世
紀
前
半
の
イ
ラ
ン
北
東
部
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
に

生
き
た
神
秘
家
フ
ァ
リ
ー
ド
ゥ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ッ
タ
ー
ルFarīd al-

dīn ‘A
ṭṭār

（
一
二
二
九
／
三
〇
年
没
）
の
叙
事
詩
作
品
『
神
の
書Ilāhī-

nām
ah

』
の
散
文
に
よ
る
日
本
語
訳
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
中
世
期
の
文

献
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
説
教
の
序
文
の
部
分
を
除
い
た
本
文
、
約
七
千
句

の
ペ
ル
シ
ア
詩
の
全
訳
で
あ
り
、
十
年
以
上
に
亘
っ
て
継
続
し
た
訳
業
の

成
果
で
あ
る
。
ア
ッ
タ
ー
ル
の
詩
作
品
の
原
典
か
ら
の
日
本
語
へ
の
翻
訳

と
し
て
は
、
本
訳
書
は
、
神
秘
主
義
詩
の
精
髄
と
言
わ
れ
る
傑
作
『
鳥
の

言
葉
』（『
東
洋
文
庫
』
か
ら
出
版
。
韻
文
で
の
翻
訳
）
に
続
く
二
作
目
と
な

り
、
ペ
ル
シ
ア
神
秘
主
義
文
学
の
研
究
の
進
展
を
う
か
が
わ
せ
る
価
値
あ

る
訳
業
と
い
え
る
。

　
ペ
ル
シ
ア
詩
と
神
秘
主
義
の
融
合
と
い
う
点
で
、
ア
ッ
タ
ー
ル
は
神
秘

主
義
的
要
素
を
、
そ
の
最
も
純
度
の
高
い
姿
で
映
し
だ
す
詩
人
で
あ
り
、

神
秘
主
義
者
と
し
て
の
生
涯
が
知
ら
れ
る
人
々
の
中
に
時
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
、
世
俗
の
王
権
と
の
係
わ
り
と
い
う
側
面
で
も
、
ア
ッ
タ
ー
ル
に

は
そ
の
痕
跡
が
な
い
と
さ
れ
る
。
二
〇
〇
三
年
に
イ
ラ
ン
で
出
版
さ
れ
た

写
本
集
『
タ
ブ
リ
ー
ズ
詩
文
集Safīnah-yi Tabrīz

』
に
は
、
思
弁
哲
学
、

論
理
学
、
シ
ー
ア
派
思
想
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
当
時
最
高
の
知
性
と
言

わ
れ
た
ナ
ス
ィ
ー
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ト
ゥ
ー
ス
ィ
ーN

aṣīr al-dīn Ṭūsī

（
一
二
七
四
年
没
）
が
、
そ
の
若
き
日
、
老
師
ア
ッ
タ
ー
ル
の
神
秘
主
義
的

本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示 4.0 国際ライセンス (CC-BY) 下に提供します。
 https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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み
解
く
鍵
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
聖
法
（
シ
ャ
リ
ー
ア
）

を
理
解
し
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
上
で
理
性
（
こ
の
場
合
の
理
性
は
、
哲

学
上
の
理
性
（
知
性
の
働
き
）
を
指
す
の
で
は
な
く
、
宗
教
的
な
脈
絡
で
の
理

性
で
あ
る
）
の
行
使
を
受
け
入
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
理
性
は
、
そ
の
傲

慢
を
戒
め
る
限
り
で
行
使
す
る
、
と
い
う
立
場
の
反
映
が
見
て
取
れ
る
と

さ
れ
る
の
が
『
神
秘
の
書
』、『
神
の
書
』
の
二
作
品
で
あ
る
。
こ
の
詩
作

品
は
、
愛
を
土
台
と
す
る
逸
脱
的
神
秘
主
義
の
萌
芽
を
秘
め
な
が
ら
も
、

そ
れ
を
大
胆
に
は
語
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
の
枠
内
の
、
禁
欲
主
義
的
で

穏
健
な
傾
向
を
基
底
に
持
つ
と
さ
れ
る
。
こ
の
思
想
的
穏
健
さ
を
当
初
の

ア
ッ
タ
ー
ル
の
世
界
観
と
す
れ
ば
、『
神
秘
の
書
』、
さ
ら
に
、
本
訳
書

『
神
の
書
』
が
よ
り
早
い
時
期
の
詩
作
品
で
あ
り
、
理
性
に
対
す
る
「
愛
」

の
優
越
、
理
性
へ
の
不
信
、
理
性
の
限
界
を
憚
る
こ
と
な
く
詠
ん
だ
ア
ッ

タ
ー
ル
の
真
骨
頂
『
鳥
の
言
葉
』
や
、理
性
に
よ
る
魂
の
救
済
を
否
定
し
、

精
神
界
を
飛
翔
す
る
思
惟
（
心
の
理
性
）
を
テ
ー
マ
と
す
る
『
厄
災
の
書
』

が
ア
ッ
タ
ー
ル
の
思
想
的
成
熟
期
の
作
品
と
さ
れ
る
こ
と
な
る
。（
ま
た
、

『
鳥
の
言
葉
』、『
厄
災
の
書
』
に
は
シ
ー
ア
派
へ
の
共
感
が
読
み
取
れ
る
こ
と
も

特
徴
で
あ
る
）
一
方
で
、
晩
年
に
な
っ
て
、
聖
法
の
世
界
に
近
づ
き
、
逸

脱
的
傾
向
か
ら
穏
健
な
世
界
に
至
っ
た
と
す
る
立
場
に
た
て
ば
、
お
そ
ら

く
こ
の
逆
の
順
番
で
の
作
品
の
流
れ
の
理
解
が
合
理
的
な
も
の
と
な
ろ

う
。『
神
の
書
』
に
は
、「
友
よ
、
世
界
を
映
す
ジ
ャ
ム
シ
ー
ド
王
の
酒
杯

は
理
性
と
知
れ
」（
第
三
四
九
五
句
：
本
訳
書
二
六
〇
頁
）
と
あ
り
、
こ
こ

で
も
、「
神
話
的
」
神
秘
主
義
的
世
界
と
、（
限
定
を
付
け
た
上
で
の
）
理

性
が
、
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　『
神
の
書
』
の
膨
大
な
数
の
物
語
、逸
話
の
語
り
に
隠
さ
れ
た
ア
ッ
タ
ー

ル
の
真
意
を
知
る
た
め
に
は
、魂
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
ら
れ
る
「
お
お
、

麝
香
な
る
魂
よ
、
芳
香
を
振
り
撒
け
よ
　
あ
な
た
（
魂
、
及
び
、
魂
を
持

つ
人
間
）
こ
そ
が
神
の
代
理
者
（
ア
ダ
ム
の
子
）」
で
始
ま
る
本
訳
書
の
「
序

章
」（
テ
ク
ス
ト
で
は
「
本
書
の
初
め
」:

本
訳
書
：
二
一
頁
）
で
提
示
さ
れ

た
内
容
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　「
序
章
」
に
は
、
王
で
も
あ
り
カ
リ
フ
で
も
あ
る
魂
（
及
び
、
人
間
）

の
気
高
い
地
位
が
高
ら
か
に
詠
わ
れ
た
後
で
、
こ
の
王
（
カ
リ
フ
）
の
六

人
の
息
子
が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
欲
情nafs

（
感
覚
界
に
か
か
わ
る

領
域
）、
悪
魔shayṭān

（
妄
想
を
語
る
領
域
）、
理
性‘aql

（
理
性
の
生
み
出

す
も
のm

a‘qūlāt

を
語
る
領
域
）、
知‘ilm

（
知
識
を
求
め
る
領
域
）、
清
貧

faqr

（
事
物
の
所
有
へ
の
こ
だ
わ
り
を
捨
て
神
の
み
を
必
要
を
と
す
る
「
無
」

の
領
域
）、神
の
唯
一
性Taw

ḥīd

（
唯
一
の
本
質
）
が
示
さ
れ
、王
（
カ
リ
フ
）

が
父
親
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
息
子
の
質
問
に
答
え
る
と
い
う
形
で
物
語
は

進
む
。
六
人
の
息
子
が
担
う
領
域
は
そ
れ
ぞ
れ
が
、
と
り
わ
け
神
学
や
哲

学
、
法
学
上
の
重
要
な
主
題
で
あ
り
、
ア
ッ
タ
ー
ル
は
、
い
わ
ば
、
法
学

や
神
学
な
ど
の
伝
統
的
な
学
問
の
領
域
で
は
解
明
し
き
れ
な
い
人
間
の

魂
の
深
淵
を
、
卓
抜
な
喩
を
通
じ
て
、
当
時
の
一
般
の
人
々
に
伝
え
よ
う

と
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
例
え
ば
、理
性
と
い
う
息
子
が
つ
か
さ
ど
る「
理

性
に
よ
る
世
界
」
で
ア
ッ
タ
ー
ル
が
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
の
内
実
に
接

し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
に
係
わ
る
部
分
の
逸
話
を
注
意
深
く
読
む
以

外
に
手
立
て
は
な
い
。
当
時
の
知
的
選
良
た
ち
の
高
度
な
学
問
は
、
ア
ッ

タ
ー
ル
の
言
葉
を
通
じ
て
始
め
て
一
般
の
人
々
の
心
に
届
く
可
能
性
を

得
た
と
い
え
る
、
た
だ
し
、
法
学
と
か
神
学
と
か
と
は
別
次
元
の
道
筋
で
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
魂
（
お
よ
び
、
魂
を
持
つ
人
間
）
が
、
理
性
、
経
験
的
知
の
領
域
な
ど

と
い
か
に
か
か
わ
る
の
か
、
と
い
う
『
神
の
書
』
の
設
定
自
体
の
曖
昧
さ

も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
魂
が
魂
に
向
か
っ
て
世
界
の
深
層
と
神
に
至

る
修
養
の
神
髄
を
伝
授
す
る
と
い
う
構
造
は
、
神
秘
主
義
の
導
師
と
弟
子
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の
関
係
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
弟
子
で
あ
る
、
六
人

の
息
子
の
魂
が
質
問
を
し
、
王
で
あ
り
カ
リ
フ
で
も
あ
る
父
が
応
え
る
と

い
う
物
語
の
特
殊
な
在
り
方
を
明
示
さ
せ
、
六
人
の
息
子
へ
の
そ
れ
ぞ
れ

の
答
え
に
対
応
し
た
内
容
と
し
て
本
文
が
読
め
る
よ
う
に
、
本
訳
書
の
目

次
な
ど
に
も
そ
れ
が
わ
か
る
よ
う
な
工
夫
が
あ
れ
ば
、
内
容
も
さ
ら
に
わ

か
り
や
す
く
、
ア
ッ
タ
ー
ル
の
真
意
が
伝
わ
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
た
。

　
こ
の
「
序
章
」
の
最
後
に
語
ら
れ
る
、「
す
べ
て
は
言
葉
に
よ
ら
ず

し
て
は
限
ら
れ
た
世
界
　「（
天
の
）
護
持
さ
れ
た
書
板
」［
ク
ル
ア
ー
ン

八
五
：
二
二
］
も
言
葉
に
包
摂
さ
れ
る
」
に
関
連
し
た
詩
句
に
は
、『
神

の
書
』
の
本
質
が
言
葉
と
理
性
に
深
く
係
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
語
ら

れ
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
直
観
的
把
握
と
暗
示
は

い
か
よ
う
に
も
言
葉
で
表
現
で
き
る

こ
う
し
た
明
証
か
ら
、
理
性
に
は
明
ら
か
と
な
っ
た

名
前
（
名
称
）asm

ā

の
中
で
理
性
こ
そ
が
言
葉
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

（
第
四
六
〇
―
四
六
一
句
：
本
訳
書
二
四
頁
）

　
こ
こ
に
い
う
言
葉
が
「
ロ
ゴ
ス
」
を
指
し
て
い
る
と
い
う
説
も
あ
る
通

り
、
こ
こ
に
語
ら
れ
た
句
は
、『
神
の
書
』
を
支
え
る
思
想
が
言
葉
に
よ

る
表
現
可
能
性
へ
の
意
志
に
貫
か
れ
て
い
る
点
と
と
も
に
、
ア
ッ
タ
ー
ル

の
言
語
観
が
彼
の
認
識
の
方
法
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

　『
神
の
書
』
の
数
あ
る
洞
察
に
満
ち
た
言
葉
の
中
で
も
、
し
ば
し
ば
引

用
さ
れ
る
詩
句
に
も
そ
れ
は
現
れ
て
い
る
。
我
々
の
経
験
が
生
き
る
感
覚

的
現
象
界
に
か
か
わ
る
知
の
言
葉
と
、
陶
酔
の
中
で
霊
的
世
界
を
語
る
霊

知
の
言
葉
、
と
い
う
相
関
す
る
二
つ
の
「
言
葉
」
の
世
界
が
、
そ
の
ま
ま

ア
ッ
タ
ー
ル
の
世
界
認
識
に
結
び
付
い
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

知
の
言
葉
は
太
陽
の
如
く
に
沸
き
立
ち

霊
知
の
言
葉
は
、
久
遠
の
沈
黙

（
六
四
八
〇
句
：
本
訳
書
四
八
八
頁
）

　
息
子
の
魂
に
問
わ
れ
る
数
々
の
質
問
は
、
霊
知
の
言
葉
を
介
し
て
我
々

に
伝
え
ら
れ
る
一
方
で
、
そ
の
過
程
に
は
、「
理
性
」
も
お
お
ら
か
に
、

そ
の
姿
を
現
わ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
訳
者
が
解
説

の
中
で
、
と
り
わ
け
本
書
に
お
け
る
そ
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
「
理
性
あ

る
狂
者
」（
本
訳
書
：
五
四
五
頁
）
と
い
う
表
現
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ

り
、
神
秘
主
義
言
説
の
一
つ
の
特
異
な
系
譜
を
考
え
る
上
で
、
さ
ら
な
る

考
察
の
対
象
と
な
る
か
と
思
わ
れ
た
。

　
訳
者
は
、
本
書
を
必
ず
し
も
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
に
特
化
し
た
も
の

で
な
く
、
よ
り
一
般
的
で
、
広
い
意
味
で
の
逸
話
や
物
語
の
集
成
と
し

て
、
中
世
ペ
ル
シ
ア
の
一
つ
の
読
み
物
と
し
て
日
本
語
に
訳
出
し
て
い
る

と
い
う
印
象
が
あ
る
。
本
訳
書
の
副
題
に
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
と

自
分
探
し
の
旅
」
と
あ
る
が
、
神
秘
主
義
に
か
か
わ
ら
ず
、
中
世
以
来
、

「
己
を
知
る
者
は
、
神
を
識
る
」（
第
四
代
正
統
カ
リ
フ
、
シ
ー
ア
派
初
代
イ

マ
ー
ム
の
ア
リ
ー
の
言
葉
と
さ
れ
る
）
と
い
う
伝
承
が
知
ら
れ
て
い
る
し
、

訳
者
自
身
も
本
訳
書
の
解
説
の
中
で
、
シ
ブ
リ
ー
を
引
用
し
つ
つ
、
ア
ッ

タ
ー
ル
は
、「
神
は
自
分
の
内
に
在
る
」
と
い
う
考
え
方
の
継
承
者
で
あ

る
と
明
言
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
神
秘
主
義
的
な
考
え
方
に
照
ら

せ
ば
、敢
え
て
『
神
の
書
』
に
副
題
を
挙
げ
る
と
す
る
な
ら
、例
え
ば
、「
内
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な
る
自
己
と
向
き
合
う
」、
と
か
、
む
し
ろ
「
自
己
と
の
邂
逅
・
出
会
い
」

と
い
っ
た
表
現
の
方
が
無
理
な
く
、
自
然
な
印
象
を
も
つ
が
、
お
そ
ら
く
、

訳
者
は
、
解
説
に
も
あ
る
通
り
、
一
般
的
な
意
味
で
、
こ
の
作
品
に
読
者

各
自
が
自
分
の
人
生
を
重
ね
て
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
、『
神
の
書
』
に
続
く
副
題
と
し
て
敢
え
て
「
自
分
探
し
」
と
銘
打
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
自
体
に
関
心

を
抱
く
読
者
に
も
違
和
感
が
な
い
よ
う
に
、
今
少
し
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
お
い
た
方
が
丁
寧
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

　
天
賦
の
詩
人
ア
ッ
タ
ー
ル
の
詩
作
品
を
、
す
べ
て
通
常
の
文
章
で
訳
出

し
て
い
る
の
で
、
訳
文
が
、
時
に
必
要
以
上
に
説
明
調
に
な
っ
て
お
り
、

詩
の
テ
ク
ス
ト
が
も
つ
興
趣
が
薄
れ
る
の
は
仕
方
が
な
い
が
、
神
秘
主
義

や
ア
ッ
タ
ー
ル
独
自
の
考
え
方
が
現
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
、
日

本
語
の
文
章
を
通
じ
て
は
気
が
付
き
に
く
い
印
象
を
持
っ
た
。

　
ま
た
、訳
語
と
し
て
、表
現
上
若
干
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
箇
所
（
例

え
ば
、
二
二
七
頁
：
右
か
ら
四
行
目
、「
愛
し
い
神
か
ら
肢
体
を
切
り
離
し
て
み

て
は
な
ら
な
い
」
の
「
愛
し
い
神
」
は
原
文
で
は
「
恋
人
」
と
あ
り
、こ
の
「
恋

人
」
が
神
で
あ
る
と
し
て
も
、
即
物
的
に
「
神
の
肢
体
を
切
り
離
す
」
と
い
っ

た
表
現
に
は
工
夫
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
美
的
秩
序
の
調
和
、
統
一
性

が
語
ら
れ
て
い
る
。）
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
四
七
六
頁
左
か
ら
七
行
目

以
降
に
、「
神
は
あ
ま
り
に
偉
大
す
ぎ
、
多
く
の
善
な
る
性
質
を
お
も
ち

だ
っ
た
た
め
、
人
間
は
自
分
を
そ
の
性
質
の
範
囲
内
で
人
間
に
お
示
し
に

な
っ
た
…
」
と
あ
る
が
、
テ
ク
ス
ト
で
は
「
神
は
被
造
物
に
よ
っ
て
（
被

造
物
を
通
じ
て
）
世
界
に
現
れ
た
」（
六
三
〇
八
句
）
と
な
っ
て
お
り
、
本

文
中
の
詩
句
の
翻
訳
に
注
釈
の
よ
う
な
説
明
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
入
れ

る
に
も
工
夫
が
ほ
し
い
。
こ
う
し
た
箇
所
は
、
典
拠
を
明
示
し
つ
つ
、
テ

ク
ス
ト
と
分
け
て
説
明
し
た
方
が
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
神
秘
家
ア
ッ

タ
ー
ル
は
テ
ク
ス
ト
の
言
葉
に
し
か
現
れ
て
い
な
い
以
上
、
ま
ず
は
何
よ

り
も
ア
ッ
タ
ー
ル
の
言
葉
に
沿
っ
て
正
確
に
訳
出
し
た
上
で
、
注
釈
な
ど

で
説
明
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

　
事
実
関
係
に
関
連
し
て
は
、
特
に
以
下
の
二
箇
所
に
つ
い
て
の
み
触
れ

て
お
く
。

五
〇
四
頁
：
バ
シ
ャ
ル
・
ハ
ー
フ
ィ
ー
の
バ
シ
ャ
ル
の
発
音
は
、
通
常
は
、

ビ
シ
ュ
ル(

ビ
シ
ュ
リ)

・
ハ
ー
フ
ィ
ー
。

五
二
七
頁
・
註(

10)

：
バ
ー
ヤ
ズ
ィ
ー
ド
の
酔
言
「
ス
ブ
ハ
ー
ニ
ー
・

マ
ー
・
ア
ア
ザ
マ
・
シ
ャ
ア
ニ
ー
」
は
、
訳
者
の
解
釈
も
尊
重
さ
れ

る
べ
き
だ
が
、「
我
に
栄
光
あ
れ
、
我
が
心
的
境
地
は
な
ん
と
偉
大

な
る
か
な
」、
あ
る
い
は
、「
我
に
栄
光
あ
れ
、
我
が
心
的
境
地
よ
り

偉
大
な
も
の
は
な
し
」
と
す
る
解
釈
が
一
般
的
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

（
藤
井
守
男
）


